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別表１ 査読分野一覧
(1) 水文気象プロセス
(2) 生態水文
(3) 気候変動とリスク評価
(4) 降水
(5) 流出解析
(6) 水文統計／水文情報
(7) 雪氷水文
(8) 地下水・浸透
(9) 流域管理・洪水リスク管理
(10) 流域土砂動態
(11) 流砂
(12) 河床形態・流路形態
(13) 河床変動
(14) 水災害・防災・減災
(15) 水害・氾濫の水理
(16) 管路・局所流
(17) 開水路の水理
(18) 密度流・噴流・拡散
(19) 水理現象の数値解析
(20) 流体力・流体振動・波動
(21) 観測技術
(22) 河道・流域の環境・環境評価
(23) 流域の流出負荷・河川の水質
(24) 水生生物（藻類，底生動物，魚類など）・魚道
(25) 河道の植生
(26) 河道の物理環境
(27) 湖沼・貯水池の水理と環境
(28) 沿岸・河口域の水理と環境
(29) 津波
(30) その他

河床・流路形態？河床変動？河床・流路形態？河床変動？

(12) 河床形態・流路形態
(13) 河床変動

(12) 河床形態・流路形態
(13) （河床形態・流路形態による河床変動以外の）

河床変動

河床・流路形態？河床変動？河床・流路形態？河床変動？

交互砂州 蛇行流路

流れ

橋脚周辺の局所洗掘

流れ

水制

局所洗掘

堆積

側壁

側壁

水制周辺の局所洗掘

河床・流路形態河床・流路形態

その他の河床変動その他の河床変動

河床面・河岸線形等の不安定解析河床面・河岸線形等の不安定解析
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安定な状態

不安定な状態

安定？不安定？安定？不安定？

理論解析理論解析

数値解析とほぼ同様な場を対象とした河床面の線形不安定解析．

安定安定

不安定不安定

平坦が安定な状態平坦が安定な状態

交互砂州が安定な状態交互砂州が安定な状態
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流路のカオス特性

一定勾配を有した直線水路を想定した計算区間に, 初期河床形状を平坦床として,
上流から給水と給砂を定常的に行う条件で, 流れと河床形状の時間変化を計算. 
流れの支配方程式は, 平面二次元流れによるものを用い，浸透流も考慮する. 流砂
形態は掃流砂のみを考える．河床材料は非粘着性材料の混合粒径として取り扱う．
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水の質量保存則

水の運動量保存則

河床位

流砂量
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図1 川幅・水深比と河床形状との関係 (B : 川幅, h : 水深, 無次元掃流力=0.086, 河床勾配 : 1/40 )
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図2 川幅・水深比と流路形状との関係（無次元掃流力：0.043, 河床勾配：１/100 )

空間的な多様性2（浮州形成後）空間的な多様性2（浮州形成後）

多様性の増加

図3 浮州の面積とその面積以上の大きさを有する浮州の存在率との関係
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図4 水深平均流速ベクトルの時間変化（数値解析，川幅・水深比：62，
無次元掃流力：0.043, 河床勾配：１/100 ）
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(a) 河床形状（Case 2，6時間後） 　　　　　　 (b) 河床擾乱
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図6 Case 5の初期（6時間後）河床形状作成方法

時間的な多様性2（初期値依存性）時間的な多様性2（初期値依存性）

図5 流路形状の初期値依存性（ 数値解析，川幅・水深比：62，無次元掃流力：0.043, 河床勾配：１/100 ）
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図5 陸域の計算メッシュ点数と陸域である時間（陸域の寿命）との関係（2時間分, 数値解析，
川幅・水深比：310，無次元掃流力：0.043, 河床勾配：１/100 ）
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木津川の概要木津川の概要

図1 木津川水系
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流域面積：枚方地点・約1650km2

笠置地点約1300km2

流域の平均年降水量：約1600mm

洪水ピーク流量の経年変化洪水ピーク流量の経年変化
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図2 加茂地点における時間平均流量の年最大値

高山ダムの建設
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水質悪化

河道内生態システム疲弊の原因河道内生態システム疲弊の原因

外来種の侵入

河道内物理環境の変化

植生

河床位横断分布の経年変化河床位横断分布の経年変化

図5 12.8km断面の地形の1980年以降の経年変化
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植生裸地の境界付近は堆積厚が厚い
（粒径の大きい土砂の堆積）

植生裸地の境界付近は堆積厚が薄い
（粒径の細かい土砂の堆積）

横断データは，国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所より提供
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図10 河床掘削調査によって得られた
2002年河床面以下の土砂の柱状図
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図11 各層の土砂の粒径加積曲線
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(c) B地点
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植生と裸地の境界
の時期の堆積量が多い

植生域内の堆積土砂の粒度の鉛直分布植生域内の堆積土砂の粒度の鉛直分布
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図12 12.5km断面の植生域における単位時間
当たりの土砂堆積厚

図13 堆積土砂の粒度分布

植生域内に堆積した細粒土砂の粒度の横断分布植生域内に堆積した細粒土砂の粒度の横断分布
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流路から離れ，植生深部になるにつれて細粒化
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洪水ピーク流量減少

植生繁茂のシナリオの例植生繁茂のシナリオの例

砂州への攪乱減少

洪水による植生の流失減少

植生周辺への土砂の堆積

砂州の成長

砂利採取により河床が低下

植生繁茂のシナリオの例植生繁茂のシナリオの例

砂利採取箇所の上流域の流路内の河床位が低下

河床位の低い場所の河床低下量は大きい

河床位の高い場所の河床低下量は小さい
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砂利採取により河床が低下

植生繁茂のシナリオの例植生繁茂のシナリオの例

砂州への攪乱減少

洪水による植生の流失減少

植生周辺への土砂の堆積

砂州の成長

砂利採取箇所の上流域の流路内の河床位が低下

植生の増加により発生する現象植生の増加により発生する現象

砂州上が陸生の動植物の生息空間となる

流路が固定化する
物理環境の単純化，土砂の交換が減る

水位が上昇する

水域から陸域への遷移領域の面積減少

遷移領域 遷移領域

（a）植生無し （b）植生繁茂
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水の質量保存則

水の運動量保存則

河床位

流砂量
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時よりも河床位が下がると植生が送流すると見なして密生度を0とした．植生域内の
流砂量は有効掃流力を用いて算出する．
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流量：0.0038m3/s
川幅：2m

流量：0.00253m3/s
川幅：2m
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流路の平面位置が変わらな
い

陸域の面積が増加

動的平衡状態

流れ

静的平衡状態

洪水ピーク流量減少の影響洪水ピーク流量減少の影響

図12(a, b) 洪水ピーク流量の減少が流路本数の減少（空間的な多様性の喪失）と流路の
固定化（時間的な多様性の喪失）に与える影響

（2時間分, 数値解析，川幅・水深比：310，無次元掃流力：0.043, 河床勾配：１/100 ）
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流量：0.00253m3/s流量減少（67%）

流量変化無し

植生域の増加

流れ植生密生度植生密生度

図12 (c, d) 洪水ピーク流量の減少が流路本数の減少（空間的な多様性の喪失）と流路の
固定化（時間的な多様性の喪失）に与える影響

（2時間分, 数値解析，川幅・水深比：310，無次元掃流力：0.043, 河床勾配：1/100 ）
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図14 浮州の面積と浮州の存在率との関係

図7 網流幅（川幅・水深比）の調節による場の時空間的な多様性の再生（ 数値解析，
川幅・水深比：179，無次元掃流力：0.043, 河床勾配：１/100 ）

流路固定化の解消方法（低水路幅の拡幅）流路固定化の解消方法（低水路幅の拡幅）

流量：0.00253m3/s 幅：1.33m
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形成領域区分形成領域区分
蛇行流路の形成条件

網状流路の形成条件

蛇行流路の形成条件はここでは？

水制が物理環境の
多様性に与える影響
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目的目的

水制設置による物理環境の時空間的な変化

水制形状の時間的な変化が物理環境の時空間的な変化
に与える影響の検討

水制の動的管理のための基礎的な知見を得る

対象箇所での課題

砂州発達により航路確保困難

取水口前の土砂堆積

対応策

右岸側への水制設置

低流速域の確保・物理環境の多様化

水制設置前の現況 水制設置により期待される効果

航路の確保

取水機能の維持

取
水
口

砂州発達により
十分な航路が確
保できていない

土砂堆積を抑制

し、航路を確保、
取水機能を維持

する

水制設置

ワンド形成により
低流速域の確保

や水制周辺物理
環境の多様化

流れを左岸に
誘導

水制設置検討の背景水制設置検討の背景
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効果発現状況等に応じた順応的管理を視野に

移設可能な大型土のうを採用

水制の構造水制の構造

計算格子
1 5. 0

0

10
. 4

11
.7

10.
1

7.
2

9 .1

1 0
. 7

15
. 9

11.
4

1
3
.3

15
.8

8 .
0

5 .0

8
. 1

5. 0

1 3
.
6

8.4
8
. 1

1
0
. 0

4. 5

4
. 5

8
. 6

9
.0

8
. 8

7.
8

1
4 .6

10.
3

1
0.
2

1
0.
0

1
0.9

10
.0

1
0
. 1

10
. 0

1
0. 0

1
0.0

10
. 4

1
0
.0

9
.9

1
0
.2

9
. 9

9 .9

1
0
. 8

1
0. 5

9
. 9

2
0
.7

1
6 .7

18.8

2
0.
0

2
1. 8

3
7
. 2

3 8
. 2

3
2 .8

2
4. 4

16
.0

13
.8

8.
8

1
4
.6

3
2.
4

1
6. 1

1
1
.3

1
1
.
86

1
1 .2

1
5
.8

8
.8

7. 9

1
1
. 0

8
. 8

7.
9

5
.6

8
. 6

2
9
.4

2
0
.
0

1 3
.
9

16 .
7

29
. 4

1
0. 2

1
0.8

10
.
3

1
5.8

1
0
.315

. 6

8 .
8

38
.7

2
2. 4

29
. 0

1 8
.
7

1
0
. 3

1
0
.3

11
.1

9
. 3

9. 9

9.
0

6. 8

7
.2

7
.0

7
. 0

7
.0

6.
9

7. 0

7
.3

7
. 9

7
. 0

7
. 1

7
.4

7
.
0

7
. 1

6.
9

7
.0

1
6
.6

8
. 0

8

8.0

1
6
. 6

6.
8

1 6
.
7

7.1

7. 0

7.
0

6.9

7.
0

7
. 8

6.
7

6
.
9

7
. 0

7
. 0

8. 7

6
. 4

4
.8

4.
4

16
.6

8
.
0

4.1

7
.
4

7. 8

1
2.7

10
. 7

1
5 .6

1
3
. 7

1
6
.4

7
.6

1
6
.3

7
. 9

17
. 8

8. 3

8.6

4
. 0

7
. 8

7
. 9

7
.9

7
.9

6. 8

7. 1

7
.8

7.
9

7
.0

7
.6

6.9

6
.9

6
.7

7. 0

6 .2

7
.
0

7.1

7.
1

7 .
1

6
.8

7
.
9

8
. 5

7 .0

6
.1

7
.2

7
. 0

6. 8

6
.9

6
.9

8.
0

6 .8

6
.2

7
.3

8
. 2

7
. 4

8. 2

1
7
.0

7. 8

6
. 2

16
.
1

8
.0

8.1

7
.
3

7. 6

7
.2

8. 4

1
5.8

7.9

7
. 9

7
. 3

8
.6

8. 6

4
.5

7
. 9

1
5
. 7

7
. 9

4. 5

8. 2

8
. 4

8 .
2

4
.5

7
.9

8.
0

8
.5

4
.
2

4 .
1

4 .
0

1
8. 2

1
8
. 0

4. 2

7. 3

7
. 7

7
. 1

7.7

8 .
7

1
1 .0

1
0. 9

1
5.
4

15.
3

8
.4

9
.1

10
.
3

7. 7

10
.2

10
. 1

17
. 8

15
.
5

8
. 4

11
.
0

1
4.
6

18.
0

7. 8

1 0
. 1

7 .2

7.
6

12 .
2

1
6
.8

8
.2

8
.5

8.
3

1
2
.0

1
6.5

8
.
5

1
3
.5

4
.1

7
. 9

4
.1

1
6
.4

8.
1

8
. 7

1
3
.1

8
. 2

7.
1

6.6

7.
8

6.
2

7.
0

6
.3

7. 3

7
. 8

7
. 6

7. 8

8
.2

8.
7

市

市

槻

高

方

枚

目
丁

二
町

新

岡

町
東

岡

本
町

岡

一

目
丁

町
新

岡
南

町

町

枚
方

上
之

町
矢

三

町元
方

枚

町
北

伊

賀
加町東

町

加

堤

賀
伊

丁
目

塚
町

二

大

目
丁

町
塚

大

一

町
塚

目丁
三

大

丁
五

町
塚

大

目

竹 の
内

町

丁
四

目

町

大
塚

塚
大

矢
三

町

桜

崎

口

線

守

都

京

・

１
７

０
道

号
国

木
線

茨

方
枚

・

道

方

地

要

主

道

府

線本鉄阪 電京

駅
園

公
方

枚

橋
塚

大

橋野
中

橋

野
下

橋

大

方

枚

桜
橋

小

５

号
橋

病

枚

付

科

属

院

方

学
大

医
西

関

寺
乗

一

ビ

ル

オ

ネ

堂
蔵

地

車

立
体

第 二
駐

場

ビ
オ ル

ネ

ら
か た寺

険保

整

所

通
省

近
畿
地

方

備
局

事

務

方
枚 所

務
事

寺
光

会
社

河
川

川

資
料

館

土

交

淀
川

国

淀

専

育
園立

教
ク

ッ
リ

ト

カ

枚

方

会
乗

寺
一

別
院 修

学

園
稚

幼
し

ほ
の

堂

ひ

みう

美

賀

社

神

竟

社

琴
平

神

組

淀
防

事
務

左
川

ンポ

枚

川
居

安
場

プ

幼

療
児

市方

水

合
岸

寺隆寺
大

願
生

坊

会
教

念
浄

寺
鏡

壹

方
枚

教
光金

公

園

公

前
駅園

方
枚 局

便
郵

病

店

院

立

河
内

枚
方
支北

ＡＪ

寺讃
称

ョ
シ

ーレ

チ

ー
コ

オ
リ

ポ

ェ

寺

ン

證
西

寺蔵
法

槻
高

ルー
モ

ン
イ

ズ

カ

倉
庫

塚
第
２

水
防

大

ト本

セ
ッ日

オ
フ

ン
西
関

定
瀧

タ

セ

品
商

二

ー

第

院
病

会
和

東

元
山

校
高

冠
大

ブ
ラ

ク
フ

ル

工
鉄

槻
ゴ

高査

協
会

田
浅

業

山
本 塗

装
工

自

動
車

検

軽

ロ

ク
ッ

テ

成
大

方

年
少

青

園
公

枚

ー
タ

ン
セ

寺
願

誓

署

賀 消
出

張
所

枚
方

防

加

伊

河

タ

ン
セ

域

流
央

中

ャ
ジ

ン
レ
川

内

管
川

淀

ー ー

省
所

務
事

川
所

張国
土

交
通

方
枚

河
川

淀

出

方

枚

所

自
動

水
質
監

視

学
校

第
十

中

碑
念

線東川淀

記水
洪

樋
門

跡

同

枚

合
方

ブ 池
ャ

ジブャジ

川

路水

大
塚

用

・

淀

番 田

所
測

観
量

雨
方

枚

門

川居
安

樋

場

塚
大

防

水

屯
所

大

船
用

急
緊

塚

着

１

見
通
杭

第

通
杭

第

２
見

枚 方
緊

急

場

用
船

着

測
所

枚

観

位
水

方

視

水
採

監

質

部
水

採
視監

質
水

阪

水

大

府

水

道

部
淀

川

水

管

橋

枚

方

部

杭
通

見１
第

２

第

通

見

杭

淀

川
流

域
自

然
園

然

枚

池

ー ト
ポ

ヘ

災

リ

防
方

園
公

東岡

園
公

町
本

岡

園公

跡

園公

塚

場

墓
九

々
丸

三

矢

広
望

展

殿
御屋

茶
御

園
公

自

多

方

地

区

公

敷

園

枚

御
坊 山

園
公

園
公

塚

大

園

公

区

大
園

塚
地

川

公

河
川

淀

公 園

園

公

公
園

園
西

大

公

塚

公
園

河

場

広
場

川

淀

川

水
噴

広

り
び

ー

ん
の

タ
ア

ク
ア

シ

ア
川

淀

ム
ア

ジタ
ス

川
淀

園
公

賀

加
伊

ト

ス
ニ

テ

コ
ー

区
地

矢
三

園

川
敷

公

8

1
4

20

30

3
0

40

6

8

2
0

3
0

1
2

7

1
0

7

7

7

8

8

7

8

7

16

8

8

8

8

4

8

1
0

9

8

9

1
4

9

8

1
4

7

4

2
6/ 6

2 6/
4

2 6 /2

26/
8

2 6
/6

26
/4

26
/ 2

2 6/
0

25
/825

/ 6

2 6 /0

25
/8

2 5/
6

25/
4

25
/ 2

25
/ 4

13 .68
3

15
.3 05

15
.2 61

1 5. 6
18

1 5. 6
0 3

16
.2 9 8

1 6. 0
8 5

17
. 1 91

1 5. 3
6 31 5. 6

23

16
. 02

3

15
. 49 8

1
4. 50

7

1 6 .5 8
1

16
.1 5 2

15 .7 0 0

ッ
ク

ク

ロ

リ
ー

ト

ブ

コ
ン

ク
ッ

ロ
ブ

Ｗ

Ｗ

ト

フ
ァ

ル

ス

ア
ク

ッ
ロ

ブ

ク
ッ

ロ
ブ

ト
ー

リ

ク

ン
コ

Ｗ

Ｗ

ー

ー

ア

ド

ケ

ア

ァ

ス
フ

ト
ル

ト
ル

ァ

ア

ス
フ

Ｗ

ト

ル
ァ

フ

ク
ッ

ロ

ブ

ア
ス

ト

フ

クッロブ
ア ス

ルァ

ン

リ

ト

ク

コ

ー

石

ブ

ク
ッ

ロ

ル
ー

プ

ク

ト

ク

ブ
ロ
ッ

ッブ

ルァフ

ロ

ク

スア

トル

ト ッロ

ス フ

ル

ク

ア
ァ

ブ

ブロ ッ

ク
ア

ス フ ァ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

石

ッ
ロ

ブ

ッ
ロ

ブ ク

ク

ロ
ク

ッ

ブ
ロ

ッ

ブ

ッ
ロ

ブ

ク

ブ ロ ッ
ク

Ｗ

Ｗ

Ｗ

フ ァ
トル

クッロ
ブ

スア

ブ

ロ

ッ

ク

ー

ァ
ト

フス
ア

ル

コ

ン

ク

ト

リ

ァ
ト

ル

Ｗ

クッ

ク
ッ

ロ
ブ

ト
ル

ア
ス

フ
ァ

9.
79

8
.9

1
6.
0

1
6 .
9

1 5
.4

1 2
.6

1
2
.1

7
.7

8
.1

9
. 4

1 7
.4

17
.5

9
.
1

1
1
.2

8
.
1

1
7
.5

9
.
0

1
0 .
9

8
.1

1
7
.7

8
.2

1
7
.
5

7
.5 1
0
.
9

1
7
.5

9
.2

7
.3

1
7
.
0

9
.3

1
0
.1

4
. 5

9
.
1

9.
6

9
.
6

7
.
9

9
. 6

7
.
6

7
.1

9
.9

7.
3

7
.4

1
1
.
5

1
0
.
1

9
.
8

1
1
.5

8
.
4

9
.79
.2

7
.
2

9
.6

7
.
6

9
.
99
.6

1
7
.
6

8
.0

8
.
1

9
.
8

8
.
1

1
7
.1

1
7
.
2

9
. 9

8
.2 9
.
6

1
0
.5

9
.0

8
.
1

9
.8

9
.
6

1
1
.
0

7
.8

9
. 6

7
.
9

9
.4

1
0
.27
.3

8
.1

9
.5

9
.7

9
.5

7
.8

7
. 9

9
.7

9
.9

9
.4

9
.0

9
.
9

9
.
6

7
.
7

9
.
8

7
.9

1
7.
2

8
.
1

5
. 1

9
.4

8
.
5

9
.
9

8
. 7

8
.
7

7
.
9

8.
2

8
.5

1
7
.2

9
. 58
.4

9
.
5

9
.7

8
.
5

9
.
1

9
.
0

8
.
1

7
.
8

8
.5

8
.
0

8
.2

8
.9

8
.7

9
.7

9
.
4

9
. 1

9
.0

1
0
.
7

9
.
4

9
.
4

8
.
3

9
.
3

9
. 7

9
.
1

7
.
27
.8

7
.7

7
.2

7
.
7

9
.5

8
.9

9
.4

9
.7

1
7
.
0

9
.
4

9
.
5

9
.
2

7
.9

7
.7

1
1 .
1

7.
2

8
.1

1
6
.9

7
.
2

9
.7

9
.59
.
9

1
0
.
1

10
. 6

9
.
4

5
.
6

8
.
4 9
.4

7
. 7

7
.
5

9
.7

7
.
8

9
.
5

1
0
.
4

7
.
6

9
.
3

7
.
1

1
0.
9

9
.1

1
1
.2

1
7
.
0

7.
8 7

.6

7
.4

1
1
.1

9
.
8

9
.
0

5
. 6

7
. 4

1
5
.
4

9
.
4

7
.
5

7
.5

9
.1

1
7
.
3

1 0
.
5

9
.
2 9
.
9

1
1.
1

7
.
5

9
.5

9
.8

7
.2

1
0
.5

6
. 7

9
.1

9
.
9

9.
9

1
0
.
4

7
.5

9
.
1

7
.6

8
.
9

1
0
.
7

9
.
5

7
.4

4
.
8

8
. 6

1
1
.0

9
.
5

1
7
.3

1
0
.3

7
. 5

7
.
8

1
0
. 1 9
.
1

7
.
8

7 .
5

10
.
2

8
.7

1
6
.
6 1
0
.
5

7
.5

9
.1

1
0
.
5

4
.
5

6
.
1

9
.4

9
.8

1
0
.
2

1
0
.
5

7
.5

7
. 5

1
0
.
5

1
0
. 5

9
.
9

1
0
.
5

1
1
.
0

7
.
8

8
.5

8
.5

7
.
1

7
.6

1
0
.
3 1
0
.
4

1
0
.4

9
.
77
.
1

7
.
5

1
7
.
2

1
0
.
5

7
.6

1
1
.
1

1
0
.5

9
.
9

8
.
5

7
.
4

7
.3

7
.
4

1
0
.
3

1
0
.3

1
6
.
3

11
.0

8
.5

7.
9

8
.3 1
0 .
3

1
0
.
6

7
.
5

7
.
3

1
0
.8

7
.
2

1
0
.
5

9
.4

7.
2

9
. 6

1
7
.0

1
1.
5

8
.
5

1
0
. 3

7
.6 1
0
.1

1
0.
1

3.
5

1
1
.
7

8
.3

1
6
.4

7
.1

1
1
.4

8
.
2

9
.0 1
0
.
5

8
.
2

1
0
.
8

7.
2

1
6
.
2

1
0
.
5

9
.
5

8
.4

1
1
.0

1
0
.2

1
1
.
0

7
.
6

8
.5

1
7
.
0

1
0
.5

9
.
7

1
0
.
1

1 1
.1

8.
3

5
. 0

1
1
.
5

1
0
.
5

1
0
.
8

1
0
. 4

7
.9

8
.
3

1
2
.5

8
. 0

1
7
.
0 1
2
.
8

7
.
9

8
.3

1
7.
07
.
8

1
6
.8

1
7
.0

1
6
.9

1
5
.
4

1
0
.
4

1
0
.2

10
.5

1
5
.7

8
.
1

1
1
.
8

1
0
.1

1
5
.
6

9
.4

1
2.
4

1
3
.
2

1
0
.
9

1
1
.5

1
6
.9

1
1
. 5

1
0
.
41
3
. 9

1
1
.
3

1 0
.4

1
0
.
7

1
0
.
5

1
0
.
7

11
.4

1
0
.1

1
0
.2

1
0
.
2

1
0
.
3

1
0
.4

1
0
.0

1
0
.
2

1
8
.
6

1
0
.
0

市

槻

高

市

方

枚

前 島

町

目丁五

賀
須

島 四 丁 目

前

丁
目

三
島

前

丁
一

目

島大
町

冠

前

目
丁

二
町

冠
大

三
丁

目

丁
目

二
西町

目

大

渚

丁

冠

西
三

渚

町
和

丁

東

目

目丁
二

沢
町

西
一

渚

深

塚
大

町
山

御
殿

丁
目 島

一
町 本

町

磯

沢
深

沢
深 町

北
磯

島

目
丁

一
町

塚
大

町
茶

屋
磯

島

目

町

二
丁

町
塚 南

渚大

町
元

島
磯

一
目

丁
野

禁
西

町

町
川

南
島

磯

天
之

目
丁

二
町

新

新
目

丁
一

町

町
本

岡

線

口

守

・

都

京

道

地

方

要

主

要
主

線
野

佐
泉

・
林

田
富

・
方

枚
道

方
地

線

本

鉄

電

阪

京

山
駅

殿
御

方枚

駅市

大

川

尾

檜

橋

演 習 橋

長
樋

門

五
反

野 橋

日

防
橋

川
水

橋
ぎ

さ
さ

天
野

か

防水中

野

庫倉

ン

川淀

プ 場

ポ

島前

道水

下域

流岸右

場

漢
方

工
製

薬

伏 越 檜

川尾
檜

槻
高太

小
郎 川尾

伏 越

トア ク

倉
庫

原石

戸
今

尊
重

寺

市

道 祖 神 社

立 渚 市 民 体 育 館

校
学 ィ

冠
小 テ

ニ
コ

冠

ー
セ

タ
ン

ュ
ミ

渚

学

校

中

西

水 防 倉 庫

冠

所育

西渚

保

冠 中

校

学

老会

潤大

ー

ー

殿 山 カ

ム

御 ム

人 ホ

設 ー

学
校

保

リ施
健

ズ
マ

報
高

等宅

ー
ロ

人

園 専

住

修

老

東
洋

学
近

畿
情沢

深
槻

営
高

府

機

院
病

合場
排

揚

福
総

田

水
野

牧

水
場

局

島郵
便

沢

取
磯

ー

部

高

道槻
深

ル
フ

水

具
庫 磯

島 阪
府

大

タ
ン

セ
ゴ

社
神 用

ラ 都 水

イ 防

フ

城

ー

ー
パ

２
第

野ー
ス

下

セ
ン

タ牧

育

給

化
文

食
理

場

校
学

四

教調
同

稚
園 第 共

幼
冠

学
校

大
南 小

冠 枚

方 市

南
大

ーンセ

公監 視 害
タ

校

小
宮

学
小

鳥

大
殿

塚

島
磯

庫

ヶ

育

大

塚

倉

保

所 防

下 水

槻

社
神

高
モ

ー
ル

ズ

地

大
塚

イ
ン

校
高

カ

苑
団

さ

和

方
な

三

ぎ

東
第

槻

枚

高

局報警塚大

善 立 寺

八 幡 神

社

正 光

寺

寺應西

日

本

タ

ン

カ

場
プ

田
川

ポ
ン ー

ク

ア

枚 方 フ ォ

ロ

レ ル ス

エ

黒 ーゲトスレ

ト

場
取

島
水

磯

合 館

メ

会

方枚

セナ

教
職

員
組

市
方

枚

た

ひ
ら

か

ラ 寺

方

ー

枚
団

ル
ポ

地

浄
行学大科

西関

属

病 院

枚 方

医

付

公
社

線
東

淀
川

線
東

淀
川

橋
管

ス 橋

ガ
川

野 市

管
水

方
枚

天

川

路
水

川
野

尾

檜

路
水

幹池

線

化 野

酸 内

川

淀

川

田

黒

天

野

川

水

前 島 排

機 場

島
排

水
機 流

放
場 渠

前

浄

礫
間

化

設

施

磯

口

島

阪

府

大

取

水

水取島

樋

磯

門

排 水 口

用

枚 方 市

防水

３第

野牧
下

庫

具

機
場

水

上 水 取 水 口

牧
野

排

黒 田 川 ポ ン プ 場 淀 川 樋 門

２

枚 方
第

水 防

庫

用 具

公
園

公
園

場
フ

ル
ゴ

ク
ー

パ
野

牧 園
公

西

園

渚

公

園公

園

園公

ン

公
動

ド

敷
運

グ
ラ

ウ

川
河

川
淀

方
市

枚

園
公

区公
沢

園

町
深

本

地
塚 場

園

球大

野

公
川

河

ト

川
淀

ー
コ

テー

ニ

屋
町

ス

コ

テ

ニ ス

ト

茶
磯

園
公島

屋
町

茶
磯

島 公
園

公
園

ン

場

ウ
ド

牧

グ
ラ

ピ
セ

ズ
ン

レ
フ

ス
ー

ラ
ー

枚
ホ

方

公 園

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

9

9

1
4

9

6

1
0

8

8

9

1
0

6

10

6

1
0

8

1
0

9

8

0
/2

0 /
0

0
/
0

28
/
6

2
8/

4

2
8/

6

2 8
/2

2
8
/4

28
/
0

28
/
2

2
8/

0

2
7
/
8

27
/
8

27
/
6

2
7/

6

27
/4

2
7
/ 4

2
7/

2

2
7/

2

2
7
/0

27
/ 0

0
/
2

0
/4

0/
2

0
/
4

0 /
0

2 6
/
8

17
.1
3
8

1 6
. 4
44

1 7
.2
7
5

1
6 .
40

4

16
.2
8
8

16
.8

33

1
6
.5
2 5

1
6
.1
61

16
.9
6
7

16
.3
0
0

1 6
.4
0
6

1
7
. 3

21

1
6 .
7
3
1

15
.7
63

1
6 .
67

7

1 6
.2
2
5

1 6
. 4
5
8

1 6
. 2
2
9

1
6 .
5
7 4

1
6.
74

6

1
7
.0
44

17
.0

2 7

16
.3
7
2

16
.8

01

1 6
.0
8
7

15
. 8
4
7

1
6 .
46

8

ト

ト
ル

ァ
フス

フ
ァ

ル

ス

ト

ア

ア

ー
リ

ク
ン

ト
ー

リ
ン

ク

コ

コ

ク

ク

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ッ
ロ

ッ
ロ

ブ Ｗ

ー
ト

リ
ク

ブ

ン
コ

ル
ト

Ｗ

石

ッ

ロ

ク

ブ

ス
ァ

フ

ッ

ロ
ブ

ア

クト

ル

ァフ

ア

ス

固
床

ク

ブ
ッ

ロ

ブ

ク

ロ
ッ

ブ ッ
ク

ロ

ク

ク
ッ

ロ

ッ
ロ

ブ

ブ

固
床

ル
プ

ー

ープ

ク
ッ

ル

ロ

ロ
ブ

ッ
ク

ク

ブ

ブ
ロ
ッ

固

ク

ト
ル

ァ

ッ

フ ロ

ーッ

ブ

ル

ク

ア

床ス

プ

ク
ロ

ロ

ッ

ブ

ロ

ロ
ッ
ク

ブ

ー

ッ
ク

ブ

プ

ル

ブ

ッ
ク

ロ
ブ

ク
ロッ

ク ッ

ロ
ブ

ブ

ト
ー

クク

ト

リ

ー

ク
ン

コ

ン
コ

リ

ロ
ッ

リ

ン

コ

ク

ト

｜

ッ
ク ブ

ブ
ロ

ブ
ロ

ク
ッ

ト

ー
リ

ク
ン

コ

ゴ

ジ

ク
ッ

ロ
ブ

ト

カ

ル
ァ

フ

ャ

ス

Ｗ

ア

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ー

ル

プ

ル
ー

プ

ク

Ｗ

ッ
ロ

ブ

ト

ル

ァ
ル

フ

ト
フ

ス

ァ
ス

ア

Ｗ

ア

ル
ト

ァ
フ

ア
ス

Ｗ

ル
ー

プ

ト
ァ

ス
フ

ル

ア

ッ
ク

フ
ァ

ル
ト

ブ
ロ

ア
ス

ク
ッル

フ ブ
ロァ

ト

ア

リ
ク

ス ト
ー

ァ
ル

ト

ッ
ク

コ
ン

フ

Ｗ

ス

ロ

ク

ク

ア

ブ

ァ

ア

ス

ル

ァ

ス

ット
ク

ク

ブ

ル

ッ

ブ

ロ

フ

フ

ア

Ｗ

ロ

ロ
ッ

ク
ッ

ロ
ッ

ブ

ブ

ト

ルァ

フ

スア

床

固

ト

固

床

ロ

トブ

ッ

Ｗ

ァ

ル

ア ス

ト

ク

ロ

フ

ッ

ブ

ブ

ク

ロ

ル
ァ

フ
ス

ア

Ｗ

ロ
ブ

ク
ッ Ｗ

ー
ト

ト
ル

ァ

リ

フ

ク
ン

ス
ア

コ

アル ト

ト

ン

｜

ト

ス

｜

ル

ト

床

ァ

フス

ア

固

ト

フ

リ

コ コ

ァ

リ

ク

ン

ク

床
固

クン
コ

リ

ト

コ ン
ル

ト

コ

ン ク

ク

｜

ト

ア

ス

ロ

ァ

リ

｜

ブ

床

固

ア

ク

ス フ
ァ

ル

リ

ッ

ー

ル

固

床

トル

ト

ァ

ア

ゴフス

床

ア

リ

ク

ト

カ

ト

｜

ル

ャ

ア

固

ス フ

ァ

フス

フ

ァ

ジ

ト

ァ

ル

ト床

固

カ

石

石

ン

コ

ゴ

ッ

床 ク固

アジ

ァ

ャ

ス

フ

ト

ブ

ル

ロ

ー

ア

ッ ク

ス

固コ ン

ク

リ

床

ト

ブ

ロ

フ

ー

ン

リ

ク

コ

ト

5
0 0

m
5
0 0

m

4
0
0

4
0
0

3
0 0

3
0 0

1 :
2 ,
5 0

0
1 :
2 ,
5 0

0
2
0
0

2
0
0

1 0
0

1 0
0

5
0

5
0

00

ｍ
３

．
平

年
４

１
成

平
　

影
　

　
　

　
撮

．
２

）
影

撮
値

数
（

　
月

４
　

年
１

２
成

平
　

影
　

　
　

　
撮

．
３

月
８

　
年

１
２

成

３

　
図

　
　

　
　

測
　

　

１
－

Ｐ
Ｔ

＝
Ｐ

Ｏ
面

準
基

月
３

　
年

０
１

成
平

　
図

　
　

　
　

測
　

　

）
正

修
化

変
年

経
（

月
　

年
５

１
成

平
　

図
　

　
　

　
測

　
　

系
Ⅵ

第
　

系
標

座

ｍ
２

　
隔

間
線

高
等

月
１

　
年

０
１

成
平

　
影

　
　

　
　

撮
．

１

月
２

　

1 1.
2

9
.2

9
.2

1 0
.8

8
.8

1
3.
8

8
. 2

1
7 .
5

9 .
5

8.
3

7 .
1

9
.
5

9
. 6

8 .
1

1
7
.
3

6
.8

8 .
4 9
. 0

1
3
.6

1
1
.2

1
1
.
0

1
0.
3

1
1
.2

9
.
9

1
3
.
1

1 7
.4

1
1
.
0

9
. 6

9. 1

1
7
.7

1
2
.
9 11

.0

1
7
.5

8
.
3

1 3
.8

9 .
5

1
7
.
2

1
3.
4

1
0
.
9

1
4
.
0

1
0
.8

9
.0

1 4
.
1

9
.5

8
.0 10
.
2

7
. 2

1
7
.
3 1
1
.
2

8
.
8

8 .
3

1
7 .
1 1
1 .
1

1
4
.3

1
7
.5

9
.7

9 .
9

1
7 .
3

1
7
. 5

9.
1

1 7
. 2

9
. 1

1
0
.
3

1
1
. 1

17
.5

17
.3

1
0
.
0

9
.9

1
6
. 9

9
.8

7
. 4

9
. 1

1
0
.
7

1
7
.
4

1
0
. 8

11
. 0

1
1 .
0

9
.8

1
1
. 0

1
1 .
1

9
.
1

9
.
9

1
7 .4

1
0
.2

9
.9

4
.
2

1
0
. 3

1
7 .
5

8 .
6 1 1

.3

1
7
.
5

7
. 5

9
.21
1
.2

1
1
.
1

1
8
.
1

1
7
.5

9
.
4

17
. 2

1
1
.
2

9
.
3 1 0
.1

4
.6

9
.89
.
9

1
1
.2

9 .
0

7
.5

1
1
.4

9
.
49
.
1

1
0
.
11
7
. 6

9
.4

9
.
3

9
.
31
0
.
11
0
. 4

1
1
. 5

9.
3

9
.5

1
7
.
6

9
.3

1
0
.1

9.
1

9
. 3

8
.
9

1
1 .
5

9
.2

前
島

五

丁

目

目

丁

四

須

賀

島

前

町

丁

目

目

丁 三

野

内島

三

渚前

野

内

渚

四

渚

丁

目

野

二

内

渚

目目

丁 丁

一

栗

一

野

内 三

渚

西
渚

目
丁

三

橋
島

前

橋
大

尾
檜

川

校
学

中
・

校
高

凌
青

阪
大

ー

水
道

下

事
業

団

大
阪

北
東

エ

ス

日
本

セ
ン

タ

ク
リ

ン
ピ

ア
前

島

ー

ー
タ

ン
セ

前
島

排

リ
ー

ン水
機

場

島
市

槻

ク

前

島
ポ

プ
場

高

ン

前

立
市

具
用
防
水

２
第
野
牧

渚

山
殿

御
パ

・
ス

・
コ

リ
メ

コ

ブ
ラ

ク
ス

ニ
テ

館
庫

市
民

体
育

川
東
線

淀

水
線

幹
野

内

廃
棄

物
最

終
処

理
場

ー
タ

ン
セ

い

み
ら

渚
水

水
道

岸
流

域 い
こ

下

い

川
左

淀

園
公

1
0

1
0

1
2

10

1
0

1 0

1
0

1
0

9

1
0

1
0

1
0

9

1
0

1
0

1
0

1
0

0 /
4

0
/
4

2 9
/ 2

2
9 /
6

2 9
/
4

0
/ 2

2 9
/ 0

2 9
/
2

2
8 /8

2 9
/ 0

2
8 /
8

1 7.
0 3

4

1
7 .3

5 0 1 7
.1
2
2

1 6
.8
9 2

1 6 .
9 8

3

1 7
.2
4 5

1
7 .
7 9
8

16
.8
3
1

1 7
.2

4 4

1
6 .
6 0

0

1 6
.5
4
1

Ｗ

Ｗ

ト
ル

ァ
フ

ス
ア

ト

ト
ル

Ｗ

ル

フ ァ

ァ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

フ
ス

ア

ス
ア

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ＷＷ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

ル
ト

ァ
フ

ス

Ｗ
Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

ＷＷ

Ｗ

石 Ｗ

ア

Ｗ
Ｗ

ＷＷ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
ＷＷ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

石

Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ

）

Ｗ

事
工
（

中

Ｗ

Ｗ

成
１

０
年

４

　
１
月

２
．

撮
　

　
　

　
影

　
平

成

１
月

２
　

年
１

　
３

．
撮

　
　

　
　

影
　

平
成

２
１

年
　

４ 月
　

（
数

値
撮

影
）

系

　
測
　

　
　
　
図

　
平
成

２

影
　

　
　

　
撮

．
１

ｍ
２

　
隔

間
線

高
等

Ⅵ
第

　
系

標
座

月
３

　
年

５
１

成
平

　
図

　
　

　
　

測
　

　

）
正

修
化

変
年

（

月
３

　
年

０
１

成
平

　
図

　
　

　
　

測
　

　

ｍ
３

．
１

－
Ｐ

Ｔ
＝

Ｐ
Ｏ

面

経

基
月

８
　

年

　
平

準

29.6K

29.4K

29.2K

29.0K

28.8K

28.6K

28.4K

28.2K

28.0K

27.8K

27.6K

27.4K

27.2K

27.0K

26.8K

26.6K

26.4K

26.2K

26.0K
25.8K25.6K

25.4K
25 2K

解析の概要解析の概要

平面二次元河床変動解析．
5年間の河床変動解析．土砂が移動
する500m3/s以上の流量を対象．
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ハイドログラフ
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り

水制設置により1年後から低流速域確保

水制設置により流速が多様化

領域間でのばらつきの
大小が多様性の大小を示す

水制設置による水深平均流速の時空間的な変化水制設置による水深平均流速の時空間的な変化
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水制の高さを30cm下げると

堆積土砂の流出が期待できる

・ワンド域内で10cm～50cmの河床低下

・堆積土砂の流出が期待できる．
・水制周辺の広い範囲でも，
土砂の流出が期待できる．

水制高さを30cm上げる場合も想定
→ 水制周辺で1m以上の河床変動が発生

水制高さを30cm下げた場合の変動量 水制高さを30cm上げた場合の変動量

堆積

浸食

水制高さの時間的な変化が河床形状に与える影響水制高さの時間的な変化が河床形状に与える影響

水制高さを変化させることで水制周辺の土砂交換・底質環境
向上の可能性がある

23

平成27年10月20日 第13回川の自然再生セミナー



まとめ

まとめまとめ

川幅/水深が大きくなるにつれ, 流路本数は増加する．

網状流路は自己相似性を有しており，多様な水辺空間を形成する．
これは，河道内の動植物の多様性を保存・創生する上で有益な情
報となると考えられる．

網状流路の時間的な変動過程はカオティックであり，浮州を有し
ない交互砂州とは変動過程が大きく異なる．

ダムによる洪水ピーク流量の低減により，ダム下流河道の砂州上
の攪乱が減少して植生が増える．

砂州上の植生の増加は，流路の分岐を抑制するため，流路を固定
化させるとともに，流路の本数を減少させる．

河川の地形変動が河道内の物理環境の多様性の保存・創生に影響
を与えていることを紹介した．本日の話題提供の内容をまとめる
と以下のようである．

24

平成27年10月20日 第13回川の自然再生セミナー



まとめまとめ

水制の設置により，水深平均流速や河床材料の平均粒径の空間的
な多様性が増加した．

水制の高さを30cm変化させるだけで，水制周辺の広い領域にお
いて50cm～1mの河床変動が発生した．これは，水制の形状の時

間的な変化によって水制周辺やワンド内の河床材料の質の改善が
可能であることを示すものである．

河道の幅・水深比を適切な値に調整することにより，網状流路が
形成する物理環境の多様性を再生することができるとともに，メ
ンテナンスフリーの植生管理ができる可能性がある．

ご清聴ありがとうございました
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